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「
二
本
の
松
」
の
意
味
す
る
も
の
　
︱
︱
三
島
中
洲
「
二
松
學
舍
対
」
と
韓
愈
「
藍
田
縣
丞
庁
壁
記
」
︱
︱

一

は
じ
め
に

今
年
創
立
一
四
五
周
年
を
迎
え
た
二
松
学
舎
が
、
明
治
一
〇
年
の
一
〇
月
に
漢
学
塾
か
ら
始
ま
っ
た
こ
と
は
、
大
学
関
係
者
に
は
周
知
の
事
実

で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
命
名
の
由
来
に
つ
い
て
は
、
未
だ
に
正
確
に
は
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。
漢
学
塾
と
し
て
始
ま
っ
た
学
舎
が
、
一
五
〇
年
に
な

ん
な
ん
と
す
る
歴
史
を
生
き
抜
い
て
こ
ら
れ
た
の
は
な
ぜ
な
の
か
。
ま
た
、
更
に
こ
れ
か
ら
も
そ
の
存
在
を
継
続
す
る
に
は
、
何
を
引
き
継
ぐ
必
要

が
あ
る
の
か
。
そ
の
答
え
を
出
す
た
め
に
、
ま
ず
は
創
立
者
三
島
中
洲
の
学
舎
創
設
の
意
味
を
検
証
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

本
稿
で
は
、
三
島
中
洲
の
「
二
松
學
舍
対
」
と
、
そ
こ
に
引
用
さ
れ
る
韓
愈
の
「
藍
田
縣
丞
庁
壁
記
」
を
詳
解
す
る
。
表
面
的
な
事
象
の
記
録

の
背
後
に
あ
る
韓
愈
の
思
い
は
、壁
記
を
介
在
し
て
中
洲
に
共
有
さ
れ
る
。
更
に
そ
の
共
感
の
背
景
に
は
、学
問
と
現
実
、不
遇
と
理
念
と
い
う
「
学

ぶ
者
」
に
と
っ
て
の
普
遍
的
問
題
意
識
が
共
有
さ
れ
て
い
る
。
学
問
と
は
何
か
、
教
育
と
は
何
か
、
と
い
う
大
き
な
問
い
が
、
政
治
や
現
実
と
の
強

い
軋
轢
と
蹉
跌
を
超
え
て
、
諧
謔
的
・
逆
説
的
に
語
ら
れ
る
の
が
こ
の
二
篇
な
の
で
あ
る
。
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二

漢
学
と
い
う
底
の
深
い
学
問
は
、
韓
愈
か
ら
中
洲
へ
、
そ
し
て
本
学
の
現
在
に
継
承
さ
れ
る
。
二
本
の
松
に
込
め
ら
れ
た
意
味
は
、
正
確
に
理
解

さ
れ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

一
、
三
島
中
洲
「
二
松
學
舍
対
」

ま
ず
、
三
島
中
洲
「
二
松
學
舍
対
」
を
見
て
み
よ
う
。

對
樹
二
松
、
日
哦
其
閒
。
有
問
者
、
輒
對
曰
、
余
方
有
公
事
、
子
姑
去
。
是
藍
田
縣
丞
、
不
平
于
無
事
、
所
以
託
公
事
謝
客
。
而
余
庭
亦
有
二

松
。
欲
學
丞
以
謝
客
、
命
學
舍
、
曰
二
松
。
頃
者
有
客
來
問
曰
、
子
嚮
在
官
則
可
。
今
休
官
、
事
敎
授
。
尙
欲
託
公
事
以
謝
客
、
莫
乃
不
可
乎
。

余
對
曰
、
魯
論
不
云
乎
。
孝
乎
惟
孝
、
友
于
兄
弟
、
是
亦
爲
政
。
孝
友
且
謂
之
政
、
則
敎
授
謂
之
公
事
、
亦
何
不
可
。
客
曰
、
然
則
子
抱
經
世

之
學
、
徒
事
敎
授
、
亦
得
無
以
比
丞
之
不
平
乎
。
余
輒
對
曰
、
余
方
有
公
事
、
子
姑
去
。

「
二
本
の
松
を
対
に
植
え
て
、
毎
日
そ
の
間
で
吟
詠
す
る
。
訪
ね
て
来
る
者
が
い
れ
ば
、
そ
の
た
び
に
こ
う
答
え
る
。『
お
れ
は
い
ま
仕
事
で
忙

し
い
の
だ
、
ど
こ
か
に
消
え
て
く
れ
』
と
」。
こ
れ
は
、
唐
の
韓
愈
の
文
章
の
中
で
、
藍
田
県
の
丞
に
流
さ
れ
た
友
人
が
、
自
分
の
学
問
や
能

力
を
発
揮
で
き
な
い
自
身
の
処
遇
に
対
し
て
不
満
の
意
を
抱
き
つ
つ
、
仕
事
だ
と
言
っ
て
訪
問
客
を
謝
絶
し
た
と
き
の
セ
リ
フ
で
あ
る
。
実
は

私
の
家
の
庭
に
も
ま
た
、
二
本
の
松
が
あ
る
。
こ
の
丞
に
習
っ
て
客
を
謝
絶
し
よ
う
と
、
我
が
学
舎
の
名
を
二
松
と
し
た
。

　

さ
き
ご
ろ
、
あ
る
訪
問
者
が
私
に
言
っ
た
。「
君
は
む
か
し
は
公
職
に
つ
い
て
い
た
。
で
あ
れ
ば
仕
事
で
忙
し
い
と
い
う
の
も
ア
リ
だ
ろ
う
。

し
か
し
今
は
官
職
を
辞
め
て
、
学
生
に
教
授
す
る
生
活
だ
。
仕
事
に
か
こ
つ
け
て
客
を
謝
絶
す
る
の
は
、
理
屈
に
合
わ
な
い
じ
ゃ
な
い
か
」
と
。

私
は
こ
う
答
え
た
「『
魯
論
』
に
こ
う
言
う
で
は
な
い
か
、「
親
に
孝
養
を
尽
く
し
、兄
弟
を
い
つ
く
し
む
こ
と
も
、政
治
と
は
い
え
な
い
か
」
と
。
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親
孝
行
や
兄
弟
関
係
も
政
治
な
の
だ
か
ら
、
学
生
の
養
育
も
ま
た
立
派
な
公
職
な
の
だ
。
こ
れ
を
理
由
に
俗
世
と
の
交
わ
り
を
謝
絶
し
て
何
が

悪
い
」。
訪
問
者
は
言
う
。「
し
か
し
、
君
は
経
世
済
民
の
学
問
を
抱
き
つ
つ
、
い
た
ず
ら
に
教
育
に
従
事
し
て
い
る
。
藍
田
の
次
官
と
お
な
じ

よ
う
に
不
平
を
か
こ
つ
こ
と
な
ど
出
来
な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
。
わ
た
し
は
す
か
さ
ず
答
え
た
。「
お
れ
は
い
ま
仕
事
で
忙
し
い
の
だ
、
ど

こ
か
に
消
え
て
く
れ
」
と
。

『
中
洲
文
稿
』
第
三
集
の
最
末
尾
に
収
録
さ
れ
る
こ
の
「
二
松
學
舍
対
」
は
、
中
洲
の
後
半
生
の
中
心
に
あ
っ
た
二
松
學
舎
で
の
子
弟
教
育
に
つ

い
て
、
そ
の
意
図
と
理
念
と
を
語
る
文
章
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
文
章
は
、
短
い
だ
け
で
な
く
架
構
性
、
物
語
性
が
強
い
。
虚
構
と
典

拠
に
託
し
て
、
複
雑
な
己
の
内
面
を
諧
謔
的
に
語
っ
た
も
の
が
「
二
松
學
舍
対
」
な
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
ま
ず
、「
対
」
と
い
う
文
章
ス
タ
イ
ル
に
表
れ
て
い
る
。「
対
」
は
「
対つ

い

」
で
は
な
く
「
対た

い

」。
そ
れ
は
「
対た

い
も
ん問

」
と
い
う
中
国
の
古
典
独

自
の
文
章
ス
タ
イ
ル
で
あ
る１

。
架
空
の
質
問
者
を
設
定
し
、質
問
に
答
え
る
形
で
自
己
の
胸
懐
を
披
瀝
す
る
の
が
「
対
問
」
で
あ
る
。
こ
の
「
対
問
」

形
式
の
叙
述
と
い
う
文
体
は
、
韓
愈
の
「
藍
田
縣
丞
庁
壁
記
」
を
承
け
る
。
ま
た
、
諧
謔
の
中
に
批
判
を
隠
し
持
つ
虚
構
的
叙
述
も
ま
た
韓
愈
に
倣

う
も
の
で
あ
る
（
後
述
）。

「
二
松
學
舍
対
」
は
、
ま
ず
韓
愈
の
「
藍
田
縣
丞
庁
壁
記
」
の
最
後
の
一
段
を
引
用
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
す
な
わ
ち
「
二
本
の
松
を
対
に
植

え
て
、毎
日
そ
の
間
で
吟
詠
す
る
」
こ
と
、ま
た
「
問
う
者
」
が
あ
れ
ば
、「
公
事
で
忙
し
い
の
で
去
れ
」
と
取
り
合
わ
な
い
こ
と
。
こ
の
韓
愈
の
「
藍

田
縣
丞
庁
壁
記
」
の
主
旨
を
、中
洲
は
「
藍
田
県
の
丞
が
職
務
に
関
わ
れ
な
い
こ
と
に
不
満
を
持
ち
つ
つ
、仕
事
に
か
こ
つ
け
て
客
を
追
い
返
す
（「
縣

丞
不
平
于
無
事
、
所
以
託
公
事
謝
客
」）」
発
言
と
し
て
引
用
す
る
。

文
章
は
続
け
て
、
自
分
の
邸
宅
の
庭
に
も
二
本
の
松
が
あ
り
、
こ
の
丞
に
倣
っ
て
余
計
な
客
を
謝
絶
す
る
た
め
に
学
舎
を
二
松
と
命
名
し
た
と
い

う
。
更
に
、
次
の
展
開
と
し
て
、
そ
れ
で
も
「
客
」
が
登
場
し
、
こ
こ
に
「
対
問
」
が
始
ま
る
。
こ
こ
で
の
客
の
問
い
は
、
一
つ
に
は
政
府
の
公
官

か
ら
退
い
た
こ
と
、
二
つ
に
は
そ
の
後
「
教
授
」
を
仕
事
に
し
た
こ
と
、
そ
し
て
三
つ
に
は
そ
の
た
め
に
客
を
謝
絶
す
る
こ
と
、
そ
れ
ら
の
「
可
不
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可
」
を
提
起
す
る
。
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
中
洲
が
こ
の
短
文
で
主
張
し
た
い
自
己
の
胸
中
な
の
で
あ
る
。

ま
ず
一
つ
目
の
問
い
、
す
な
わ
ち
公
事
を
退
い
た
こ
と
。
そ
れ
は
、
明
治
一
〇
年
六
月
に
、
中
洲
が
大
審
院
の
判
事
の
職
を
解
か
れ
た
こ
と
を
指

す
。
中
洲
は
明
治
維
新
後
、
上
京
し
て
政
府
の
公
職
に
つ
き
、
近
代
法
の
成
立
以
前
の
司
法
界
で
、
東
京
裁
判
所
、
新
治
裁
判
所
で
裁
判
官
を
つ
と

め
、
実
質
的
な
役
割
を
果
た
し
た
。
し
か
し
明
治
一
〇
年
の
制
度
改
変
で
、
政
府
か
ら
任
を
解
か
れ
た
。
こ
こ
で
言
う
「
嚮さ

き

は
官
に
あ
り
、
今
は
官

を
休や

め
り
」
と
は
、
新
時
代
の
公
職
に
自
分
は
不
要
に
な
っ
た
、
と
い
う
自
虐
を
内
包
す
る
。

問
い
は
続
け
て
、
公
職
か
ら
退
い
て
「
教
授
を
事
と
す
る
（
教
育
に
従
事
す
る
）」
こ
と
の
是
非
を
問
う
。
客
の
言
葉
と
し
て
、「
子き

み

は
経
世
の
学

を
抱
き
、
徒

い
た
ず
らに

教
授
を
事
と
す
る
」
と
あ
る
。
客
は
、
学
問
は
世
の
中
の
役
に
立
つ
も
の
で
あ
る
べ
き
な
の
に
、
世
の
中
を
謝
絶
し
て
「
徒
に
（
意

味
な
く
）」
教
授
す
る
こ
と
を
非
難
す
る
の
だ
。
中
洲
が
「
い
た
ず
ら
に
教
授
」
し
た
学
問
と
は
、具
体
的
に
は
唐
宋
八
大
家
の
文
章
の
読
解
で
あ
っ

た
り
、
朱
子
学
・
陽
明
学
の
テ
キ
ス
ト
の
精
読
だ
っ
た
り
、
い
わ
ゆ
る
真
当
な
漢
学
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
客
は
そ
れ
を
「
徒
事
」
つ
ま
り
世
の
中
に

役
に
立
た
な
い
仕
事
だ
と
言
う
の
で
あ
る
。

そ
し
て
三
つ
目
の
問
い
は
、
中
洲
が
韓
愈
の
文
章
に
な
ら
っ
て
客
を
謝
絶
す
る
と
い
う
行
為
の
意
味
で
あ
る
。
理
屈
を
こ
ね
る
客
に
対
し
て
中
洲

は
、「
オ
レ
は
公
事
に
忙
し
い
の
だ
。
お
前
な
ん
か
に
付
き
合
っ
て
い
ら
れ
な
い
」
と
議
論
を
遮
断
す
る
。
こ
こ
に
は
、客
と
発
言
者
（
中
洲
）
の
「
公

事
」
の
理
解
の
齟
齬
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
客
に
と
っ
て
の
「
公
事
」
は
、
世
の
中
に
直
接
役
に
立
つ
仕
事
で
あ
り
、
ま
た
同
時
に
官
に
仕
え
る
こ

と
で
も
あ
る
。
一
方
、
中
洲
に
お
け
る
「
公
事
」
と
は
、
学
舎
を
建
て
て
子
弟
に
教
授
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
実
際
に
は
、
公
私
の
対
立
と
は

別
次
元
の
、
己
が
今
為
す
べ
き
天
与
の
職
掌
を
指
す
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
「
藍
田
縣
丞
庁
壁
記
」
の
丞
の
言
葉
、
更
に
そ
れ
を

記
し
た
韓
愈
の
意
図
を
も
汲
む
も
の
で
も
あ
る
。

た
だ
し
か
し
、
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、「
客
」
の
発
言
は
中
洲
の
対
立
者
と
し
て
も
の
で
は
な
く
、
中
洲
自
身
の
心
中
の
葛
藤
を
表
す
も
の
だ
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
対
問
と
は
「
客
」
の
疑
問
を
設
定
す
る
こ
と
で
己
の
懐
中
を
よ
り
明
確
に
示
す
架
構
だ
か
ら
で
あ
る
。
現
に
、
こ
こ
で
「
客
」

の
言
う
「
経
世
済
民
の
文
章
」
と
は
、
中
洲
が
自
身
の
文
章
論
の
中
で
度
々
強
調
す
る
主
張
で
あ
る
。
文
章
は
経
世
、
つ
ま
り
世
の
中
に
役
に
立
つ
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五

も
の
で
あ
る
べ
き
だ
、
と
い
う
の
は
中
洲
自
身
の
文
章
観
で
あ
っ
た2

。

中
洲
は
こ
の
短
い
文
章
の
中
で
、
学
舎
創
立
の
意
味
を
、
対
問
の
形
式
を
借
り
な
が
ら
披
瀝
す
る
。
諧
謔
的
な
対
話
の
裏
側
に
は
、
中
洲
の
挫
折

感
と
葛
藤
と
が
隠
さ
れ
て
い
る
。
い
ま
そ
の
典
拠
を
紐
解
く
こ
と
で
、
諧
謔
の
裏
に
隠
さ
れ
た
中
洲
の
思
い
を
探
っ
て
み
た
い
と
思
う
。

二
、
韓
愈
「
藍
田
縣
丞
庁
壁
記
」

次
に
引
く
の
は
、
中
洲
が
引
用
す
る
韓
愈
の
文
章
「
藍
田
縣
丞
庁
壁
記
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
沈
徳
潜
『
唐
宋
八
家
文
読
本
』
に
も
収
録
さ
れ
て
お

り
、
難
解
な
文
章
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
明
治
四
十
二
年
に
編
集
が
始
ま
っ
た
『
漢
文
大
系
』
に
収
録
さ
れ
る
『
唐
宋
八
家
文
』
の
注

釈
が
三
島
中
洲
の
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
中
洲
は
唐
宋
八
家
文
の
精
読
を
「
教
授
」
の
中
心
に
お
い
て
い
た３

。
そ
れ
は
ま
ず
、

漢
文
で
文
章
を
書
く
こ
と
の
基
本
的
な
能
力
を
養
う
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
が
、
同
時
に
古
典
の
文
章
の
持
つ
複
層
的
な
思
想
を
体
得
す
る
こ
と
で

も
あ
っ
た
。
特
に
韓
愈
の
文
章
は
、
際
だ
っ
て
難
解
な
が
ら
、
儒
教
的
「
道
」
へ
の
強
い
志
向
が
内
包
さ
れ
て
い
る
。
文
章
を
学
ぶ
こ
と
が
「
道
」

を
学
ぶ
こ
と
に
直
結
す
る
。
そ
れ
は
、『
中
洲
文
稿
』
第
三
集
の
自
序
に
、
師
道
を
語
り
つ
つ
中
洲
が
、「
真
の
師
道
と
大
な
る
文
章
は
遠
く
出
ず
る

も
の
に
あ
ら
ず
」
と
言
い４

、
文
章
を
教
え
る
こ
と
こ
そ
道
を
教
え
る
こ
と
だ
、
と
掲
げ
て
い
る
事
か
ら
も
分
か
る
。
こ
こ
で
い
う
「
文
章
」
は
も
ち

ろ
ん
近
代
的
意
味
で
の
「
文
学
」
と
同
じ
で
は
な
い
。

韓
愈
「
藍
田
縣
丞
庁
壁
記
」
は
次
の
よ
う
に
始
ま
る
。

　

丞
之
職
所
以
貳
令
於
一
邑
、
無
所
不
當
問
。
其
下
主
簿
尉
。
主
簿
尉
乃
有
分
職
。
丞
位
髙
而
偪
、
例
以
嫌
不
可
否
事
。
文
書
行
、
吏
抱
成
案

詣
丞
。
巻
其
前
、
鉗
以
左
手
、
右
手
摘
紙
尾
、
鴈
鶩
行
以
進
、
平
立
睨
丞
曰
、
當
署
。
丞
渉
筆
、
占
位
署
、
惟
謹
。
目
吏
問
、
可
不
可
、
吏
曰

得
則
退
。
不
敢
略
省
、
漫
不
知
何
事
。
官
雖
尊
、
力
勢
反
出
主
簿
尉
下
。
諺
數
慢
、
必
曰
丞
。
至
以
相
訾
謷
。
丞
之
設
豈
端
使
然
哉
。
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地
方
行
政
に
お
い
て
、
丞
の
職
が
令
に
次
ぐ
二
位
で
あ
る
所
以
は
、
す
べ
て
の
案
件
に
当
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
因
る
。
丞
の
下
位

に
は
主
簿
と
尉
と
が
お
り
、
こ
の
主
簿
と
尉
と
は
そ
れ
ぞ
れ
職
掌
を
異
に
す
る
。
丞
は
職
位
は
高
い
が
権
限
は
無
く
、
案
件
に
嫌
疑
が
あ
っ
た

と
し
て
も
否
決
は
で
き
な
い
。
行
政
文
書
が
発
行
さ
れ
る
と
、
役
人
が
成
案
を
抱
え
て
丞
の
も
と
に
や
っ
て
く
る
。
文
書
の
前
半
を
巻
き
上
げ

て
左
手
で
止
め
、
右
手
で
文
書
の
末
尾
を
摘
ま
ん
で
、
雁か

りや
鶩あ

ひ
るの

よ
う
に
並
ん
で
進
ん
で
く
る
。
ず
ら
り
と
立
ち
な
ら
び
、
丞
を
睨
み
つ
け
て

「
署
名
を
」
と
言
う
。
丞
は
筆
を
動
か
し
職
位
を
サ
イ
ン
す
る
だ
け
で
、た
だ
た
だ
謹
む
ば
か
り
。
役
人
に
目
配
せ
し
て
「
宜
し
い
か
」
と
尋
ね
、

役
人
に
「
ど
う
ぞ
」
と
い
わ
れ
て
初
め
て
退
室
す
る
。
何
も
省
略
で
き
ず
、
し
か
し
何
も
理
解
す
る
こ
と
も
な
い
。
官
位
は
高
く
て
も
、
力
は

主
簿
や
尉
の
下
な
の
だ
。
諺
に
怠
慢
な
人
間
を
譏
っ
て
「
丞
」
と
言
い
、
そ
れ
は
非
難
の
言
葉
に
ま
で
な
っ
て
い
る
の
だ
が
、
し
か
し
丞
の
実

際
は
ま
っ
た
く
そ
ん
な
こ
と
で
は
な
い
の
だ
。

こ
こ
で
は
、
丞
と
い
う
地
方
官
の
職
責
と
現
状
を
描
く
。
一
つ
の
地
方
に
お
い
て
、
丞
と
い
う
役
職
は
、
長
官
で
あ
る
令
す
な
わ
ち
県
令
に
継
ぐ

も
の
で
あ
る
の
だ
が
、
そ
の
職
務
の
実
態
は
、
非
常
に
自
由
の
き
か
な
い
、
ま
た
主
体
性
を
発
揮
で
き
な
い
窮
屈
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
詳
細
に
述

べ
て
い
る
。

丞
の
下
位
に
は
主
簿
と
尉
と
が
い
る
。
主
簿
は
文
書
官
、
尉
は
刑
事
や
軍
事
や
役
所
の
護
衛
を
担
当
す
る
、
と
い
う
意
味
で
は
実
質
的
な
地
方
行

政
に
直
接
関
わ
る
者
た
ち
で
あ
る
。
貞
元
年
間
に
柳
宗
元
が
藍
田
県
の
尉
に
任
じ
ら
れ
た
事
実
か
ら
考
え
て
、
そ
れ
は
決
し
て
下
っ
端
の
下
級
役
人

で
は
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
丞
は
位
こ
そ
彼
ら
の
上
な
の
だ
が
、
実
際
に
は
、
何
の
決
定
権
も
な
い
。
文
書
官
は
既
に
で
き
あ
が
っ
た
成
案
を
手

に
し
て
列
に
な
っ
て
押
し
寄
せ
る
。
か
れ
等
は
み
な
、
文
書
の
前
半
す
な
わ
ち
内
容
の
部
分
を
巻
き
上
げ
て
い
る
。
そ
し
て
最
後
の
署
名
欄
だ
け
を

丞
に
向
け
て
示
し
、
サ
イ
ン
を
迫
る
。
そ
れ
は
、
丞
に
は
内
容
の
検
討
は
不
要
で
あ
り
、
成
案
に
口
を
差
し
挟
む
こ
と
は
一
切
で
き
な
い
、
と
い
う

意
味
だ
。
続
け
て
、
そ
の
よ
う
な
丞
の
実
態
を
ま
る
で
知
ら
ず
に
、
世
間
で
は
そ
れ
が
ま
る
で
閑
職
で
あ
る
か
の
よ
う
に
、
諺
に
ま
で
な
っ
て
い
る
、

と
い
う
。



論
文
　
「
二
本
の
松
」
の
意
味
す
る
も
の
　
︱
︱
三
島
中
洲
「
二
松
學
舍
対
」
と
韓
愈
「
藍
田
縣
丞
庁
壁
記
」
︱
︱

七

こ
の
前
半
部
分
は
、
丞
と
い
う
職
掌
の
内
実
を
描
い
て
い
る
。
韓
愈
・
柳
宗
元
に
代
表
さ
れ
る
中
唐
の
文
人
官
僚
た
ち
は
、
政
治
改
革
の
成
否
と

派
閥
の
権
力
争
い
の
度
ご
と
に
、
何
度
も
地
方
官
に
左
遷
さ
れ
た
。
こ
こ
に
見
え
る
丞
の
描
写
は
、
彼
ら
自
身
の
体
験
を
元
に
地
方
行
政
の
実
態
を

描
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
具
体
的
描
写
の
リ
ア
ル
さ
と
表
現
の
奇
抜
さ
は
ま
た
、
韓
愈
独
特
の
文
章
表
現
で
あ
る
。『
唐
宋
八
大
家
文
鈔
』
を

編
ん
だ
茅
坤
は
そ
れ
を
「
澹
宕
竒
詭
（
つ
か
み
所
な
く
広
が
り
な
が
ら
も
先
鋭
的
な
奇
抜
さ
に
満
ち
て
い
る
）」
と
言
い
、
茅
坤
の
師
で
あ
り
明
の

文
章
家
と
し
て
知
ら
れ
る
唐
順
之
は
、「
変
体
」
す
な
わ
ち
「
非
凡
な
ス
タ
イ
ル
」
と
呼
ぶ５

。

続
け
て｢

記｣
は
、
丞
の
職
に
左
遷
さ
れ
た
崔
斯
立
の
事
績
を
述
べ
る
。

博
陵
崔
斯
立
、
種
學
績
文
、
以
蓄
其
有
、
泓
涵
演
迤
、
日
大
以
肆
。
貞
元
初
、
挟
其
能
、
戰
藝
於
京
師
。
再
進
再
屈
於
人
。
元
和
初
、
以
前
大

理
評
事
、
言
得
失
、
黜
官
。
再
轉
而
為
丞
兹
邑
。
始
至
、
喟
曰
、
官
無
卑
。
顧
材
不
足
塞
職
。
既
噤
不
得
施
用
、
又
喟
曰
、
丞
哉
丞
哉
。
余
不

負
丞
、
而
丞
負
余
。
則
盡
枿
去
牙
角
、
一
躡
故
跡
、
破
崖
㟁
而
為
之
。

博
陵
の
崔
斯
立
は
、
学
問
を
厚
く
積
む
も
の
で
あ
り
、
そ
の
蓄
積
の
広
さ
深
さ
は
日
々
際
限
な
く
広
が
っ
た
。
貞
元
の
初
め
、
そ
の
才
能
を
武

器
に
都
で
学
芸
を
戦
わ
せ
、
地
位
を
得
た
り
追
い
落
と
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
再
三
に
亘
っ
た
。
元
和
の
初
め
、
過
去
に
司
法
長
官
で
あ
っ
た
と

い
う
立
場
で
事
案
の
成
否
を
口
に
し
て
し
ま
い
、
免
官
と
な
っ
た
。
更
に
配
置
換
え
を
命
じ
ら
れ
こ
の
県
の
丞
と
な
っ
た
の
だ
っ
た
。
始
め
こ

の
地
に
至
っ
た
彼
は
「
官
職
に
高
い
も
低
い
も
無
い
。
こ
の
職
を
全
う
す
る
の
み
」
と
嘯
い
た
が
、
何
事
に
も
口
を
差
し
挟
め
ず
施
策
の
余
地

も
な
い
こ
と
を
知
っ
て
、
ま
た
嘆
い
て
言
う
に
は
「
丞
よ
丞
よ
。
私
は
お
前
に
誠
意
を
尽
く
し
た
が
、
お
前
は
私
の
期
待
に
背
い
た
」
と
。
そ

こ
で
、
自
身
の
能
力
に
す
べ
て
蓋
を
し
て
、
ひ
た
す
ら
旧
套
を
踏
襲
し
、
ま
る
で
凡
庸
な
人
間
の
よ
う
に
職
務
を
こ
な
し
た
。

こ
こ
で
、
韓
愈
の
友
人
で
あ
っ
た
崔
斯
立
が
登
場
す
る
。
ま
ず
彼
の
学
識
の
広
さ
と
深
さ
を
強
調
し
、
同
時
に
そ
の
能
力
の
高
さ
故
に
出
世
と
挫
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折
を
繰
り
返
し
た
こ
と
を
記
す
。
そ
し
て
、
元
和
の
初
め
の
出
来
事
と
し
て
、「
前
の
大
理
評
事
た
る
」
つ
ま
り
過
去
に
刑
獄
を
評
決
す
る
所
謂
司

法
官
で
あ
っ
た
と
い
う
立
場
で
、
僭
越
な
物
言
い
を
し
て
左
遷
さ
れ
た
、
と
述
べ
る
。

韓
愈
の
生
き
た
中
唐
の
時
代
は
、
唐
の
中
興
期
で
あ
り
、
科
挙
制
度
が
漸
く
機
能
し
始
め
、
家
格
や
縁
故
よ
り
も
能
力
の
高
さ
が
求
め
ら
れ
た
時

期
で
あ
っ
た
。
韓
愈
は
、
自
身
が
寒
門
の
出
身
か
ら
能
力
一
つ
で
大
官
に
登
っ
た
人
物
で
あ
り
、
同
様
に
寒
門
で
あ
り
な
が
ら
才
能
に
あ
ふ
れ
た
若

者
た
ち
を
厚
く
保
護
し
た
。
韓
門
の
弟
子
（
韓
愈
を
中
心
と
し
た
文
人
グ
ル
ー
プ
）
と
呼
ば
れ
る
人
材
た
ち
で
あ
る
。
鬼
才
と
呼
ば
れ
た
詩
人
李
賀
、

晩
唐
の
詩
文
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
賈
島
、
難
渋
な
文
体
に
よ
っ
て
韓
愈
と
併
称
さ
れ
た
孟
郊
（
孟
東
野
）
な
ど
、
そ
の
中
に
は
才
能
の
突
出
の

故
に
却
っ
て
不
遇
な
生
涯
を
送
っ
た
者
も
多
く
い
た
。
韓
愈
は
出
世
し
て
政
治
に
役
に
立
つ
者
と
同
様
、
現
実
社
会
と
折
り
合
い
を
付
け
難
い
性
格

の
人
材
に
も
、十
分
に
庇
護
を
加
え
評
価
と
援
助
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
。
こ
の
「
記
」
の
主
人
公
で
あ
る
崔
斯
立
と
い
う
人
物
も
ま
た
、能
力
の
高
い
、

し
か
し
角
の
あ
る
性
格
だ
っ
た
と
記
さ
れ
る
。
真
っ
直
ぐ
な
主
張
と
融
通
の
効
か
な
い
正
義
感
は
、
現
実
世
界
で
は
挫
折
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
し

て
左
遷
の
結
果
つ
い
た
任
地
で
も
、
誠
実
に
職
務
を
遂
行
し
よ
う
と
し
た
志
を
裏
切
る
様
に
、
与
え
ら
れ
た
任
務
は
ひ
た
す
ら
署
名
を
す
る
こ
と
の

み
。
そ
の
崔
斯
立
の
自
負
と
期
待
と
落
胆
と
が
、
密
度
の
高
い
短
文
を
以
て
一
気
に
記
さ
れ
る
の
が
こ
の
部
分
で
あ
る
。

こ
こ
に
描
か
れ
る
崔
斯
立
な
る
「
牙
角
」「
崖
岸
」
の
士
は
、
韓
愈
と
交
友
の
あ
っ
た
実
在
人
物
で
あ
る
が６

、
同
時
に
ま
た
韓
愈
の
分
身
で
も
あ

ろ
う
。
相
手
を
攻
撃
す
る
牙
や
角
（「
牙
角
」）
を
持
ち
、
切
り
立
っ
た
岩
場
の
よ
う
な
容
赦
な
さ
（「
崖
岸
」）
を
持
っ
て
、
現
実
社
会
の
不
正
を
攻

撃
し
、
そ
の
結
果
、
現
実
社
会
の
方
か
ら
拒
絶
さ
れ
る
。
そ
れ
は
韓
愈
も
同
様
で
あ
る
。
実
際
こ
の
後
韓
愈
は
、
憲
宗
に
「
論
仏
骨
表
」
を
献
じ
て

世
間
の
仏
教
狂
信
を
厳
し
く
糾
弾
し
、
仏
教
を
篤
信
し
て
い
た
帝
の
逆
鱗
に
触
れ
て
嶺
南
に
左
遷
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
直
言
の
結
果
左
遷
さ
れ
る

と
い
う
経
験
を
繰
り
返
し
た
の
が
韓
愈
の
生
涯
で
あ
っ
た
。

志
の
高
い
人
格
の
現
実
的
な
挫
折
は
、
韓
愈
の
大
き
な
テ
ー
マ
で
あ
る
。「
孟
東
野
を
送
る
序
」
が
代
表
す
る
文
学
不
平
論
は
韓
愈
の
文
章
の
代

名
詞
と
な
っ
て
い
る
。「
大お

よ凡
そ
物
は
其
の
平
ら
か
な
る
を
得
ざ
れ
ば
則
ち
鳴
る
」
と
言
い
、
草
木
も
水
も
金
石
も
、
大
き
な
刺
激
を
受
け
て
、
平

ら
か
で
は
な
く
な
っ
た
時
に
「
鳴
る
」
も
の
で
あ
り
、
人
が
言
葉
を
発
す
る
の
も
、
そ
れ
と
同
じ
だ
、
と
。
つ
ま
り
挫
折
か
ら
珠
玉
の
文
が
生
ま
れ
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る
、
と
韓
愈
は
言
う
。
し
か
し
そ
れ
は
、
挫
折
し
な
け
れ
ば
優
れ
た
文
学
は
生
ま
れ
な
い
、
と
い
う
意
味
で
は
な
い
し
、
現
実
と
は
異
な
る
次
元
で

し
か
優
れ
た
作
品
は
生
ま
れ
な
い
と
い
う
意
味
で
も
な
い
。
む
し
ろ
反
対
に
、
挫
折
や
蹉
跌
を
経
て
後
に
生
ま
れ
る
更
に
現
実
的
な
力
こ
そ
文
章
の

価
値
だ
、
と
い
う
の
が
韓
愈
の
「
文
」
の
意
味
な
の
だ
。

韓
愈
自
身
は
多
く
の
挫
折
を
繰
り
返
し
た
現
実
か
ら
飽
く
ま
で
も
学
び
、
挫
折
を
養
分
と
し
て
幅
の
広
い
人
物
と
な
っ
た
。
重
要
な
の
は
挫
折
か

ら
何
を
学
ぶ
か
な
の
で
あ
ろ
う
。
崔
斯
立
は
、
そ
れ
に
如
何
に
対
応
し
た
か
。
彼
は
ま
ず
、
現
実
社
会
の
中
で
は
自
分
の
才
能
を
隠
し
、
攻
撃
性
に

蓋
を
し
て
、
旧
態
依
然
と
し
た
役
所
の
し
き
た
り
に
従
っ
た
。
そ
し
て
恐
ら
く
自
分
と
同
じ
よ
う
な
処
遇
に
甘
ん
じ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う

前
任
者
の
氏
名
を
、全
て
役
所
の
壁
に
書
き
付
け
た
。
こ
れ
が
崔
斯
立
の
壁
記
で
あ
る（
下
文
）。
更
に
ま
た
、自
身
の
籠
も
る
べ
き
ア
ジ
ー
ル
を
築
き
、

そ
の
中
に
沈
潜
し
た
。
二
本
の
松
が
登
場
す
る
の
は
、
そ
の
特
殊
空
間
に
お
い
て
な
の
で
あ
る
。

丞
㕔
故
有
記
。
壊
漏
汚
不
可
讀
。
斯
立
易
桷
與
瓦
、
墁
治
壁
、
悉
書
前
任
人
名
氏
。
庭
有
老
槐
四
行
、
南
牆
鉅
竹
千
梃
、
儼
立
若
相
持
。
水
㶁

㶁
循
除
鳴
。
斯
立
痛
掃
漑
、
對
樹
二
松
、
日
哦
其
間
。
有
問
者
、
輙
對
曰
、
余
方
有
公
事
。
子
姑
去
。

丞
の
庁
舎
に
は
古
く
か
ら
の
壁
記
が
残
っ
て
い
た
が
、
壁
は
壊
れ
漏
水
で
汚
れ
て
読
む
こ
と
さ
え
で
き
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。
斯
立
は
そ
こ
で

桷
と
瓦
を
取
り
替
え
、壁
を
塗
り
直
し
、前
任
者
の
氏
名
を
す
べ
て
そ
こ
に
記
し
た
。
ま
た
、庭
に
は
老
槐
が
四
本
、南
の
塀
に
は
鉅
竹
が
千
本
、 

向
か
い
合
う
よ
う
に
物
々
し
く
立
ち
並
ん
で
い
た
。
水
が
き
ざ
は
し
を
廻
っ
て
ゴ
ウ
ゴ
ウ
と
勢
い
よ
く
音
を
立
て
て
い
る
。
斯
立
は
そ
の
庭
を

徹
底
的
に
掃
き
清
め
、
二
本
の
松
を
対
に
植
え
て
毎
日
そ
の
間
で
吟
詠
し
た
。
訪
ね
る
者
が
あ
れ
ば
そ
の
た
び
に
、「
お
れ
は
い
ま
仕
事
に
忙
し 

い
。
ど
こ
か
に
消
え
て
く
れ
」
と
答
え
た
の
だ
。

「
記
」
の
終
盤
は
、
藍
田
県
の
丞
の
庁
舎
に
描
写
の
視
点
が
移
る
。
庁
舎
の
壁
に
は
古
い
壁
記
が
あ
っ
た
の
だ
が
、
壁
は
壊
れ
文
字
も
漏
水
で
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〇

判
読
で
き
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
た
。
崔
斯
立
は
ま
ず
そ
れ
を
修
復
し
、
前
任
者
の
名
前
を
す
べ
て
書
き
付
け
た
と
い
う
。「
壁
記
」
と
い
う
の
は
、

文
字
通
り
壁
に
書
か
れ
た
記
事
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
庁
舎
の
壁
に
記
さ
れ
た
文
章
で
あ
る
。
公
的
機
関
と
し
て
の
庁
舎
で
は
、
そ
の
歴
史
や
事
績
、

ま
た
歴
代
の
任
官
者
の
氏
名
を
壁
記
と
し
て
掲
げ
た
り
し
た７

。
壁
記
は
ま
た
、
ち
ょ
う
ど
唐
代
の
中
期
以
降
、
韓
愈
や
柳
宗
元
に
よ
っ
て
文
と
し
て

の
価
値
を
高
め
る
と
同
時
に
、
残
さ
れ
た
書
跡
が
鑑
賞
の
対
象
と
な
っ
た
り
し
た
。

こ
の
文
章
で
は
、
役
所
に
壁
記
が
あ
っ
た
こ
と
、
崔
斯
立
が
消
滅
寸
前
の
壁
記
を
修
復
し
た
こ
と
、
そ
れ
を
更
に
韓
愈
が
文
章
の
タ
イ
ト
ル
と
し

て
掲
げ
る
と
い
う
三
重
の
構
造
に
な
っ
て
お
り
、
壁
記
と
い
う
も
の
の
意
味
が
隠
れ
た
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
文
章
は
そ
こ
に
は
触
れ
ず

に
、
庭
の
描
写
に
移
る
の
だ
。

さ
て
、庁
舎
の
庭
に
は「
老
槐
」つ
ま
り
槐
の
老
木
と
、「
鉅
竹
」つ
ま
り
巨
大
な
竹
の
林
が
、向
か
い
合
う
よ
う
に
そ
そ
り
立
っ
て
い
る
。
向
き
合
っ

て
対
に
立
つ
樹
木
を
韓
愈
は
好
ん
で
描
く８

。
そ
し
て
巨
木
に
挟
ま
れ
た
庭
に
は
「
除
」
す
な
わ
ち
階
段
付
き
の
建
物
が
あ
り
、
そ
の
建
物
を
廻
っ
て

堀
の
水
が
大
き
な
音
を
た
て
て
流
れ
て
い
る
。
巨
木
に
囲
ま
れ
水
流
の
響
き
渡
る
特
殊
な
庁
舎
、
そ
れ
は
も
は
や
庁
舎
と
い
う
よ
り
は
超
俗
的
空
間

で
あ
る
。
斯
立
は
更
に
そ
の
場
所
を
徹
底
的
に
掃
き
清
め
水
で
洗
い
清
め
、
そ
こ
に
二
本
の
松
を
対
に
植
え
た
。

役
所
の
庭
に
槐
樹
を
植
え
る
の
は
古
く
か
ら
の
習
慣
で
あ
っ
た
。
公
正
と
厳
格
を
意
味
す
る
儒
教
的
格
調
の
象
徴
で
あ
る
。
竹
と
松
は
操
の
堅
さ

を
表
す
。
厳
寒
の
冬
に
も
緑
の
葉
を
保
つ
こ
と
か
ら
、
時
勢
に
お
も
ね
ら
な
い
不
変
の
貞
操
を
意
味
す
る
。
槐
と
竹
、
更
に
松
が
そ
れ
ぞ
れ
対
に
植

え
ら
れ
た
そ
の
特
殊
空
間
で
、
斯
立
は
日
々
吟
詠
し
た
、
と
記
は
語
る
。

最
終
盤
に
は
「
問
う
者
」
が
登
場
し
、
斯
立
に
追
い
払
わ
れ
る
。
中
洲
が
「
二
松
學
舍
対
」
の
冒
頭
で
引
用
す
る
の
は
こ
の
部
分
で
あ
る
。
問
う

者
の
登
場
と
問
い
に
答
え
る
と
い
う
形
式
は
「
対
問
」
と
い
い
、『
文
選
』
で
は
ま
た
「
設
問
」
と
い
う
名
称
で
選
録
さ
れ
る
文
体
で
あ
る
。『
楚
辞
』

に
は
じ
ま
り
、東
方
朔
「
答
客
難
」・揚
雄
「
解
嘲
」・班
固
「
答
賓
戯
」
に
受
け
継
が
れ
る
問
答
体
の
論
説
を
そ
れ
は
い
う
。
こ
れ
ら
は
、実
際
に
「
問

う
者
」
が
現
れ
た
訳
で
は
な
く
、
自
身
の
境
地
を
よ
り
鮮
明
に
す
る
た
め
に
、
架
空
の
問
答
を
織
り
込
む
文
体
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
そ
れ
は
同
様
で

あ
る
。
問
う
者
の
問
い
を
通
じ
て
、
崔
斯
立
は
二
本
の
松
の
間
に
吟
詠
す
る
自
身
の
境
地
が
、
俗
世
の
喧
噪
を
拒
絶
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
同
時
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一
一

に
斯
立
が
そ
れ
を
「
公
事
」
す
な
わ
ち
自
身
の
為
す
べ
き
公
務
だ
と
考
え
て
い
た
こ
と
を
宣
明
し
て
い
る
、
と
韓
愈
は
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

三
、
中
洲
と
韓
愈
―
―
二
本
の
松
の
意
味
す
る
も
の

三
島
中
洲
の
「
二
松
學
舍
対
」
を
、
韓
愈
の
「
藍
田
縣
丞
庁
壁
記
」
と
並
べ
て
み
た
と
き
、
上
述
し
た
中
洲
の
諧
謔
の
背
景
が
見
え
て
く
る
。
中

洲
が
自
身
の
学
舎
に
「
二
松
學
舍
」
と
名
付
け
た
の
は
、
単
純
に
庭
に
二
本
の
松
が
あ
り
、
そ
れ
が
八
家
文
に
見
え
る
故
事
だ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
。

中
洲
は
八
家
文
の
中
で
も
、「
藍
田
縣
丞
庁
壁
記
」
に
み
え
る
韓
愈
の
意
志
に
強
く
共
鳴
し
て
、
名
前
を
取
っ
た
の
だ
。
崔
斯
立
の
矜
持
と
挫
折
を

描
き
つ
つ
、
自
身
の
挫
折
と
儒
教
的
意
志
を
難
渋
な
文
章
に
表
し
た
も
の
が
韓
愈
の
壁
記
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
高
い
能
力
を
持
ち
な
が
ら
、
現
実

世
界
で
は
そ
れ
を
十
分
に
発
揮
で
き
ず
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
志
を
曲
げ
る
こ
と
の
で
き
な
い
狷
介
な
士
の
生
き
様
が
描
か
れ
る
。
そ
し
て
同
時
に
彼

ら
は
自
ら
の
天
職
と
し
て
、
現
実
社
会
と
は
別
空
間
を
築
き
、
学
問
に
沈
潜
し
、
詩
文
を
も
の
し
て
吟
詠
す
る
。
翻
っ
て
中
洲
に
も
、
大
審
院
の
判

事
を
免
職
に
な
り
「
公
」
か
ら
退
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
事
実
が
あ
る
。「
壁
記
」
の
中
で
崔
斯
立
が
「
前
の
大
理
評
事
」
で
あ
っ
た
と
あ
る
の
と
、

そ
れ
は
一
致
す
る
。
中
洲
が
韓
愈
の
「
壁
記
」
と
重
ね
て
二
松
を
語
る
こ
と
は
、
斯
立
を
自
身
に
見
立
て
た
中
洲
の
自
虐
に
も
み
え
る
。
し
か
し
そ

れ
は
中
洲
に
と
っ
て
、
挫
折
で
あ
る
と
同
時
に
、「
官
」
で
は
な
く
「
私
」
の
世
界
で
「
公
事
」
を
全
う
す
る
良
き
契
機
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

そ
れ
で
も
な
お
心
の
中
に
鋭
く
残
る
官
界
で
の
立
身
出
世
と
い
う
価
値
へ
の
執
着
を
払
う
よ
う
に
、
客
の
問
い
に
答
え
る
形
で
「
余
、
方
に
公
事
有

り
、
子　

姑
く
去
れ
」
と
い
う
。
そ
れ
は
本
来
の
職
務
を
遂
行
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
学
問
の
継
承
と
い
う
漢
学
的
崇
高
な
理
念
の
継
承
に
連
な
る

こ
と
の
表
明
だ
っ
た
は
ず
だ
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、「
二
松
學
舍
対
」
は
、
軽
妙
で
あ
り
諧
謔
に
満
ち
た
短
編
で
あ
り
な
が
ら
、
中
洲
の
内

面
の
自
負
と
落
胆
と
、
更
に
そ
れ
を
超
え
る
学
問
へ
の
矜
持
を
抱
え
込
ん
だ
、
濃
厚
な
含
意
に
満
ち
た
作
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

最
後
に
、「
二
松
」
に
込
め
ら
れ
た
意
味
を
確
認
し
た
い
。
韓
愈
の
文
章
に
お
い
て
は
、
ま
ず
槐
樹
と
鉅
竹
が
厳
立
す
る
庁
舎
の
庭
に
、
斯
立
は

更
に
二
本
の
松
を
対
に
植
え
る
。
対
に
植
え
た
二
本
の
松
は
、
斯
立
が
そ
の
空
間
を
自
己
の
聖
域
と
見
立
て
た
主
体
的
行
為
で
あ
る
。
斯
立
の
こ
の
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一
二

行
為
は
、
閑
適
や
隠
逸
と
は
異
な
る
。
そ
れ
は
、
世
俗
か
ら
の
意
志
あ
る
遮
絶
と
も
言
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
閑
適
や
隠
逸
と
異
な
る
の
は
、
そ
れ

が
庁
舎
で
あ
り
、
不
本
意
な
が
ら
も
県
の
政
務
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
因
る
。
こ
の
、
世
俗
と
隠
逸
と
の
間
に
、
ど
ち
ら
に
も
泥
む
こ
と
な
く
足

を
据
え
る
崔
斯
立
の
姿
は
、
韓
愈
自
身
が
確
立
し
た
文
人
と
し
て
の
態
度
で
も
あ
っ
た
。

現
実
社
会
は
い
つ
で
も
欲
に
走
り
利
を
求
め
て
奔
走
す
る
人
士
た
ち
に
よ
っ
て
動
か
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
崇
高
な
理
念
は
崇
高
で
あ
る
が
故
に
実

現
し
が
た
い
。
志
高
い
者
た
ち
が
必
ず
し
も
そ
の
志
を
全
う
し
得
な
い
の
が
世
の
常
な
の
で
あ
る
。
た
だ
そ
の
時
、
現
実
と
理
想
の
間
で
挫
折
し
た

者
た
ち
の
、
現
実
対
応
と
し
て
可
能
な
態
度
と
は
如
何
な
る
も
の
な
の
か
。
そ
れ
こ
そ
が
、
こ
の
二
本
の
松
に
囲
ま
れ
た
世
俗
の
中
の
超
俗
空
間
で

の
自
己
実
現
な
の
だ
、
と
韓
愈
は
い
う
。
そ
し
て
そ
の
韓
愈
の
意
図
を
そ
の
ま
ま
汲
ん
で
、
中
洲
も
ま
た
、
社
会
的
価
値
、
世
俗
的
評
価
と
は
異
な

り
な
が
ら
も
現
実
と
関
わ
る
「
公
事
」
と
し
て
、学
問
と
教
育
に
沈
潜
す
る
道
を
選
ん
だ
。
学
舎
の
創
立
が
そ
れ
で
あ
る
。
二
本
の
松
に
は
崔
斯
立・

韓
愈
に
繋
が
る
中
洲
の
、
閑
適
の
否
定
と
学
問
へ
の
矜
持
と
が
あ
っ
た
の
だ
と
考
え
る
。

同
時
に
ま
た
、
も
う
一
つ
重
要
な
の
が
、
三
者
に
共
通
す
る
「
文
」
へ
の
意
志
で
あ
る
。
壁
記
に
事
績
を
記
す
こ
と
、
記
す
と
い
う
行
為
を
重
視

す
る
こ
と
、そ
れ
は
「
文
（
記
録
す
る
こ
と・記
録
そ
の
も
の
）」
に
よ
っ
て
時
間
を
超
え
て
何
か
が
継
承
さ
れ
る
、と
い
う
意
識
で
あ
る
。
学
問
と
は
、

書
物
を
通
じ
て
古
の
聖
人･

賢
者
の
道
に
繋
が
る
こ
と
で
あ
る
。
記
す
と
い
う
行
為
、
即
ち
文
を
通
し
て
普
遍
に
触
れ
る
こ
と
こ
そ
、
韓
愈
が
学
問

の
中
心
に
置
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
中
洲
は
そ
の
意
志
を
ま
っ
す
ぐ
に
継
承
し
、
文
を
尊
び
文
を
教
授
す
る
た
め
の
学
舎
を
経
営
し
た
。
学
舎
の
創

立
と
二
松
と
い
う
命
名
は
、
学
問
の
普
遍
と
は
何
か
、
と
い
う
問
い
に
答
え
る
中
洲
の
文
へ
の
意
志
だ
っ
た
の
だ
と
私
は
考
え
る
。
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一
三

注１　
 「

二
松
學
舍
対
」
の
「
対
」
は
、「
対
問
」
と
し
て
の
「
対
」
を
表
す
と
同
時
に
、二
本
の
松
の
「
対
」
も
表
す
二
重
の
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、本
稿
と
趣
旨
を
同
じ
く
す
る
論
考
と
し
て
、

山
路
裕
「『
二
松
學
舍
』
校
名
由
来
雑
感
」（『
二
松
學
舍
史
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
』
創
刊
号　

二
〇
二
二
年
三
月
）
参
照
。

 
２　

 
三
島
中
洲
の
文
章
観
に
つ
い
て
は
、
牧
角
悦
子
「
三
島
中
洲
の
文
に
つ
い
て
―
―
明
治
期
に
お
け
る
「
漢
文
」
の
意
義
」（『
三
島
中
洲
の
学
芸
と
そ
の
生
涯
』
雄
山
閣
出
版　

平
成
一
一
年
）
参
照
。

３　

 
富
山
房
『
漢
文
大
系
』
四
「
唐
宋
八
家
文
」
下
に
載
せ
る
児
島
献
吉
郎
の
「
例
言｣

に
は
「
本
書
中
の
評
語
及
び
段
落
は
、
総
べ
て
文
学
博
士
三
島
中
洲
先
生
の
説
に
し
て
、
従
来
二
松
學
舍
生
独
特

の
も
の
な
り
し
を
、
今
回
博
士
に
請
ひ
て
、
博
く
之
を
江
湖
に
発
表
す
る
こ
と
と
為
れ
り
。」
と
あ
る
。

４　

 「
自
序
」
の
文
章
は
、
東
宮
（
後
の
大
正
天
皇
）
か
ら
侍
講
で
あ
っ
た
中
洲
に
下
賜
さ
れ
た
「
師
道
文
章
天
下
魁
」
と
い
う
賀
詩
を
戴
い
て
綴
ら
れ
て
い
る
。

５　

 『
唐
宋
八
大
家
文
鈔
』
の
本
篇
冒
頭
に
掲
げ
る
茅
坤
の
評
に
「
憤
當
世
之
丞
、
不
得
盡
其
職
。
故
借
壁
記
、
以
㸃
綴
之
。
而
詞
氣
多
澹
宕
竒
詭
。」
と
あ
り
、
ま
た
同
じ
く
本
篇
末
尾
に
引
用
さ
れ
る
唐

順
之
の
評
に
「
唐
荆
川
曰
、
此
但
説
斯
立
不
得
盡
職
、
更
不
説
起
記
壁
之
意
。
亦
變
體
也
。」
と
あ
る
。

６　

 

崔
斯
立
は
、
史
書
に
は
伝
を
持
た
な
い
が
、
韓
愈
の
残
し
た
文
章
が
伝
記
資
料
と
し
て
使
用
さ
れ
る
。
韓
愈
に
は
こ
の
「
藍
田
縣
丞
庁
壁
記
」
の
他
に
、「
贈
崔
立
之
評
事
」「
寄
崔
二
十
六
」
が
あ
り
、

特
に
前
者
は
崔
斯
立
の
為
人
を
歌
い
つ
つ
、
そ
の
優
れ
た
精
神
と
不
遇
な
生
涯
を
悼
む
。
ま
た
南
宋
の
洪
邁
は
『
容
斎
続
筆
』
に
「
崔
斯
立
」
の
項
を
立
て
、
韓
愈
の
詩
文
を
伝
記
と
し
て
見
る
こ
と

の
是
非
を
論
じ
る
。

７　

 

壁
記
に
つ
い
て
は
、
礪
波
護
「
唐
代
の
県
尉
」（『
史
林
』
五
七
巻
五
号　

一
九
七
四
年
）
に
詳
し
い
。

８　

 

韓
愈
「
秋
懐
詩
」
第
一
首
は
「
牕
前
の
両
好
樹　

衆
葉
光
り
て
薿
薿
た
り
（
牕
前
両
好
樹　

衆
葉
光
薿
薿
）」
と
始
ま
る
。
ま
た
魯
迅
『
野
草
』
の
第
一
篇
「
秋
夜
」
は
、韓
愈
「
秋
懐
詩
」
を
承
け
て
、

同
様
に
二
本
の
樹
木
の
描
写
か
ら
は
じ
ま
る
。
韓
愈
と
魯
迅
の
影
響
関
係
に
つ
い
て
は
、
牧
角
悦
子
「
秋
懐
の
系
譜
―
―
阮
籍･

韓
愈
・
魯
迅
」、
ま
た
秋
懐
詩
に
見
え
る
韓
愈
の
思
想
、
特
に
閑
適
の

否
定
に
つ
い
て
は
、和
久
希
「
韓
愈
「
秋
懐
詩
」
ノ
ー
ト
」（
牧
角
悦
子
・
和
久
希
「
韓
愈
の
「
秋
懐
詩
」
を
め
ぐ
っ
て
」
二
松
學
舍
大
学
『
東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所
集
刊
』
第
四
九
集　

二
〇
一
九
年
）

参
照
。




